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着手県農業研究センター

所長 日中 義一

〒0 2 4  北上市成 田 2 0 1
TEL 0197 (68)4402-4403

農業研究センター総務部に課された業務
農業研究センター 総務部長 鈴 木  康 乏

農業研究センターの組織は5部 2研究所からなるが、総務部については、人事 ・予算関連業務及び支出事

務等を担当する総務課と財産管理 ・ほ場管理及び各種設備等の保守管理業務を担当する管理課が設置されて

いる。農業研究センターの職員数は204人配置され、事務職19人、研究職137人及び技能職48人である。なお、

技能職職員は総務部門に配属し、各郡等の業務を分担することとしている。

また、平成9年 度の予算額は、25億3千 9百余万円計上されているが、新たに高生産性農業新技術開発促進

事業として県単で 1億余円計上されており、研究の成果が期待されている。

農業研究センターが開所して6か月経過し、ほ場管理及び臨時職員の確保並びに予算の執行等大分落ちさい

て来ているが、9年度の後半に向け、ほ場管理業務の把握 ・光熱水費の確保、更には10年度新たに生ずる園

庭の管理業務を含む新年度予算の確保等まだまだ手探りの状況にあるが、新しい施設としてのレール敷に努

めたい。

また、農業者はそれぞれの分野における高い技術の所持者であり、農業研究センターにこれに対応する新授

術の開発等を望んでいると仄間したことがあるが、総務部としては管理面ばかりでなく研究員の研究しやす

い環境の醸成に努めたい。

本部富理標言婁の機能のあらまし
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帳々な来電の応援、毎週の運営会議が行われる応援室 100名規模の会議も可能な中会議室

高度な音響設備を備え200名 の会議が可能な大会議室 ビデオ放映機器の設置された回ビー

総務部は三角屋根を頂く管理棟と称している建物の 1階事務室で軸務しています。総務で管理している設備にはさまざまな種類があります古
・事務室の隣には所長室が配置され、次に応接室、さらに副所長室と施設が並ぶ。||          |■ |        ■ ■|‐|
・震示コーナーには岩手県のジオラマに農業関係調験研究機関の所在を配した模型を壺置、ロビーには休患のためあソファ

ーも設置。
‐
■|

・大会議室は276ポ。椅子だけなら300席、教憂方式で200席用意可能。高度な言聾装置や各種コントロールは調整室で集中操作が可能。
・中会議室は77ポ。教室方式なら100席が可能で、プロジェクターを使つてのプレゼンテーションなども簡単にできる。
・この他にもハイセンスなテーブルや椅子を配した特別会議室や研修室などの施設があり、研究員はもとより訪れた方々が十分に活用でき

る環境が準備されている。

農業農村情報をフアックスで提供中 (FAX〉0197(68)4501 左 記に電話をかけて、音声案内に従つてください。



第7回全国和牛能力共進会終わる

(種年の部)平成9年 9月 11日～15日、(肉年の部)平成9年 9円 11～14日

利牛のオリンピックともしヽわれ、5年 に 1回開催される全国和年能力

共進会が着手県で行われ、県内産の利年が見事に名誉員を獲得しました。

大区画回場稲刈り

トライアングル 6周 暑で水稲移植作業公開試験の様子をお知らせ した

3ヘ クタールの大区画ほ場の稲は、その後順調に育ち、この秋初めての

収穫を迎えました。

(写真は自ら大型機械を操作して稲刈をする中村農政部長)
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28 遠 野行政連絡会議来所視察

企画運営会議

29 東 北地区蚕糸研究連絡会

30 リ ンゴ産地作リコンクール

野菜 花 き `茶業課題周」研究会 (～31日)

日本蚕東北支部研究発表会 (～31日)

病書虫防除所

1  東 北南三県防除所交流会

新採用職員農家体験研1多10/2ま で

農棄取締検査 (9/30～ 10/2)

震業気象協議会13:30～エスポワー)レlF会議室

13 防 除基準編成方針打合会13:30～県公会堂

所内会議 所 内研修 ・H9実 績検討会

15 全 国農林航空技術研修会～16日 13:30～秋日市 「ビューホテル」

16 全 国農林農林航空技術研修会0～秋田市 「ビューホテル」
21  日値防りん澄病書虫防除成績検討会 ～ 22日東京都レインボーホテル

30 農 薬管理指導士認定委員会13i00～

現地ふれあい農業センタT開 催予定

遠野市民センター

県北農業研究所

胆沢町文化創造センター

陸前高日市ふれあいセンター

姫神ホール

10月行事予定

農業研究センター

13 全 国食文化プラザ (～15日)

14 リ ンゴ新製品種討食検討会

15 農 薬残留分析研修会

16 東 北 北 海道地区農業試験研究機関事務連絡協議会 (～17日)

千葉副知事来所

農案残留分析研究会 (～17日)

いもち病箱施用剤連絡試験成績検討会

民間支援研究検討会 (～17日)

17 日 本農業経営学会 (～20日)
21 リ ンゴ農薬連絡試験成績検討会

地域基幹現地打ち合わせ

収穫崇

22 市 場関係書 (りんご)懇 談会

23 リ ンゴ果実コンテスト

県家畜共進会 (肉牛)

いわてめぐみフェア (～26日)

環境保全型農業海夕ヽ実態調査 (～11/5)

月～金 午 後0時55分～

10/20 水稲の自然彰燥における収納 ・脱穀について

農産部 伊 藤勝港

10/21 農業機械の安全利用について 農 産部 伊 藤勝浩

10/22 野菜関係震業機械について
～23  農 産部 藤 原 敏

10/27 りんご晩生種の着色手入れと収穫 園 芸畑作部 石 川勝規

10/28 果菜類の栽増を振り返つて 園 芸水日作38 高橋正広

10/29 2、 3周切り球根切り花の栽増について
～30  園 芸畑作部 阿 部 潤

11/3 (未 定) 県 北農業研究所 大 友令史

11/4 来 年に向けた野菜畑の管理 県 北農業研究所 菅 原英範

11/5 越 冬前小麦の裁培の要点 県 北農業研究所 荻 内謙吾

11/6 (未 定) 県 北研究所 大 友令史

研究Wal員が直接現地に出向いて、試験研究成果を広く農業者や関係団体などに紹介するとともに、現地からの提言を試験研究の推進に反映させるこ

とを目的とした、現地ふれあい農業センターの開催予定は次のとおりです。

現地ふれあい農業センターは、各種成果展示や試験研究の

最新情報に関する講演、地域の要望に沿った分科会などが

行われます。詳しい問い合わせは次の所へ。

農業研究センター企画経営情報部 企 画情報室

電話 0197(68)4402

tBCラジオ農業最前線放送予定 「おはよう今日も元気で」内容
午前6時50分～

10/10 3 ha区画圃場の機能と作業体系 農産部 小野寺忠夫
10/17 リンゴ晩生種の着色手入れと収穫 園芸1日作部 小原 緊
10/24 胚移植技術を取り入れた緊殖経営 畜 産研究所 菊地 正
10/31 畜産由来肥料 県北震業研究所 高橋好範
11/7 土壊診断による土作り 生 産環境部 多 日勝郎
11/14 米の食味とは 農産部 中西商曇

豊な来所書

福島‐県日村き及センター、韓国会羅南道教師、花巻市議会議員、1秋日

農業科学館く・秋田地区農業近代化ゼミナ■ル、」A金沢、秋田県湯沢市、
山形県農業討鹸場、農林水産省構造改造善局構造改造善事業課 ‐


